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ごあいさつ

　味の素グループは2019年で創業110年を迎えました。その歴史は、いくつもの困
難と克服の積み重ねです。
　今から20年前の1999年度、当社グループの営業利益は330億円でした。その後、
動物栄養などのバルク事業が伸長したものの、競争激化により利益が低迷、安定的な
成長を果たせず、2009年の創業100周年を迎えることとなりました。
　この「十年史」（2009年度～2019年度）では、バルク事業偏重から、世界中の生活
者の方々のより豊かな生活への貢献に資する事業への転換を図り、GGSC（確かな
グローバル・スペシャルティ・カンパニー）を目指した姿が描かれています。そして、

「FIT & GROW with Specialty」・「Open New Sky（隣地拡大・Open & Link）」と
いった戦略を打ち出し、海外コンシューマー事業を中心とした成長を実現しました。
しかしながら、グローバル規模で進展するデジタル化、マクロ環境の変化（バルク素
材のさらなる競争激化・ローカル企業の台頭）への対応など、克服すべき課題も明ら
かになりました。また、規模を追う経営を強く志向したため、経済価値を生み出しに
くい事業構造になっているという内的課題にも直面しています。これらの課題の解
決のためには、資本効率の改善と重点事業の着実なオーガニック成長が、当社グルー
プの成長のためには必須であると考えています。
　その一方で、創業以来一貫した、事業を通じて社会価値と経済価値を共創する取り
組みとしてASV（Ajinomoto Group Shared Value）を定めたのもこの期間です。
昨今、企業の社会的責任が強く求められる中、その潮流に先んじて地球持続性・食資
源・「健康なこころとからだ」を「21世紀の人類社会課題」と定めました。そして、現在、
ASVは普遍的な価値観として、当社グループの根幹を成しています。
　さらにASVの実現のため、外部との対話・連携によるコーポレート・ガバナンス
の強化・充実を図るとともに、グローバル視点に立った人財育成施策も実施しました。

　現在、当社グループの事業利益は992億円（2019年度）と1999年度の約3倍に成
長しました。2010年代の様々な取り組みとそこで得られた経験は、さらに持続的な
成長を実現するための貴重な資産と考えています。ステークホルダーの皆様に、ぜひ
この「十年史」をご一読いただきたいと思います。
　当社グループは、「2030年の目指す姿と2020-2025 中期経営計画」を定め、アミ
ノ酸のはたらきで世界の健康寿命を延ばすことに貢献する「食と健康の課題解決企
業」をグループビジョンに掲げました。ASV経営を推進し、グループ一丸となって、
社会課題の解決に貢献してまいります。今後ともご支援いただけますようお願い申
し上げます。

代表取締役 取締役社長
最高経営責任者

西井 孝明
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【この本を読む方へ（「十年史」製作事務局）】
記載内容が多岐にわたるため、ポイントを絞って理解したい方のために下記表を作成しました。
参考にして頂ければと思います。

第 I 章 第 II 章 第 III 章 第 IV 章

戦略やそれに基づく具体的な取り組みに興味のある方 ○○ ○○
（III-1・2）

ESG関連の取り組みに興味のある方 ○○ ○○
（III-3）

創業からの全体像（沿革）に興味のある方 ○○ ○○
（III-1・2・5）

○○
（IV-5）

事業の概略に興味のある方 ○○ ○○
（III-2・４）


